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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式-7 

【第 43 条 換気設備】 
 

要求事項との対比表 

 

43 条-1 

様式-7 

赤色：様式-6 に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置変更許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

茶色：設置変更許可と基本設計方針（後）との対比 

緑色：技術基準規則と基本設計方針（後）との対比 

紫色：基本設計方針（前）と基本設計方針（後）との対比 

【○○条○○】：関連する資料と基本設計方針を紐づけるための付番 

 ＜関連する資料＞ 

  ・様式-1 への展開表（補足説明資料） 

  ・技術基準要求機器リスト（設定根拠に関する説明書 別添-1） 

       ：前回提出時からの変更箇所 

 

実用発電用原子炉及びその附属

施設の技術基準に関する規則 

設工認申請書 

基本設計方針（前） 

設工認申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置変更許可，技術基準規則

及び基本設計方針との対比 
備考 

（換気設備） 

 

 

第四十三条 発電用原子炉施設

内の放射性物質により汚染され

た空気による放射線障害を防止

する必要がある場所には、次に

定めるところにより換気設備を

施設しなければならない。① 

 

 

 

 

一 放射線障害を防止するため

に必要な換気能力を有するもの

であること。② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 放射性物質により汚染され

た空気が漏えい及び逆流し難い

構造であること。③ 

【解釈】 

１ 第２号に規定する「漏えいし

難い構造」とは、ダクトであって

内包する流体の放射線物質の濃

度が３７ｍＢｑ／ｃｍ３以上の

 

 

 

 通常運転時，運転時の異常な

過渡変化時及び設計基準事故

時において，放射線障害を防止

するため，発電所従業員に新鮮

な空気を送るとともに，空気中

の放射性物質の除去・低減が可

能な換気設備を設ける設計と

する。 

 

 

 換気設備は，放射性物質によ

る汚染の可能性からみて区域

を分け，それぞれ別系統とし，

清浄区域に新鮮な空気を供給

して，汚染の可能性のある区域

に向って流れるようにし，排気

は適切なフィルタを通して行

う。また，各換気系統は，その

容量が区域及び部屋の必要な

換気及び除熱を十分行える設

計とする。 

 

 

 放射性物質を内包する換気

ダクトは，溶接構造とし，耐圧

試験に合格したものを使用す

ることで，漏えいし難い構造と

する。また，ファン，逆流防止

用ダンパ等を設置し，逆流し難

い構造とする。 

 

 

 

 

 通常運転時，運転時の異常な

過渡変化時及び設計基準事故

時において，放射線障害を防止

するため，発電所従業員に新鮮

な空気を送るとともに，空気中

の放射性物質の除去・低減が可

能な換気設備を設ける設計と

する。 

①-1【43 条 1】  

 

 換気設備は，放射性物質によ

る汚染の可能性からみて区域

を分け，それぞれ別系統とし，

清浄区域に新鮮な空気を供給

して，汚染の可能性のある区域

に向って流れるようにし，排気

は適切なフィルタを通して行

う。また，各換気系統は，その

容量が区域及び部屋の必要な

換気及び除熱を十分行える設

計とする。 

②-1，②-2【43 条 2】  

 

 放射性物質を内包する換気

ダクトは，溶接構造とし，耐圧

試験に合格したものを使用す

ることで，漏えいし難い構造と

する。また，ファン，逆流防止

用ダンパ等を設置し，逆流し難

い構造とする。 

③【43 条 3】 

チ 放射線管理施設の構造及

び設備 

(1) 屋内管理用の主要な設備

の種類 

(ⅵ)換気空調設備 

 通常運転時，運転時の異常な

過渡変化時，設計基準事故時及

び重大事故等時に□1 発電所従

業員に新鮮な空気を送るとと

もに，空気中の放射性物質の除

去低減が可能な換気空調設備

を設ける。①-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 放射線管理施設 

8.2  換気空調設備 

8.2.1  概要 

 換気空調設備は，建屋内に清

浄な空気を供給し建屋内の空

気を加熱あるいは冷却して温

度を制御するとともに，これら

供給空気の流れを適切に保ち，

建屋内の清浄区域の汚染を防

止するために設けるものであ

る。②-2 

 換気空調設備は，原子炉区

域・タービン区域換気空調系，

中央制御室換気空調系，廃棄物

処理建屋換気空調系等から構

成し，それぞれ独立な系統とす

る。②-1 

 これらの各系統には必要に

応じてフィルタ，加熱コイル，

冷却コイル等を設ける。◇1（②

-2） 

 また，ドライウェル内にはド

ライウェル内ガス冷却装置を

設ける。◇8  

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，

表現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明

確化。 

・差異なし。 

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，

表現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明

確化。 

・差異なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・技術基準規則の要求事項に

対する基本設計方針を記載。 

・要求事項に対する設計の明

確化。 

・差異なし。 

 

 

 

 

 

 

放射線管理施設 

2.2 換気設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線管理施設 

2.2 換気設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線管理施設 

2.2 換気設備 

 

 

 

 

 

 



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式-7 

【第 43 条 換気設備】 
 

要求事項との対比表 

 

43 条-2 

様式-7 

赤色：様式-6 に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置変更許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

茶色：設置変更許可と基本設計方針（後）との対比 

緑色：技術基準規則と基本設計方針（後）との対比 

紫色：基本設計方針（前）と基本設計方針（後）との対比 

【○○条○○】：関連する資料と基本設計方針を紐づけるための付番 

 ＜関連する資料＞ 

  ・様式-1 への展開表（補足説明資料） 

  ・技術基準要求機器リスト（設定根拠に関する説明書 別添-1） 

       ：前回提出時からの変更箇所 

 

実用発電用原子炉及びその附属

施設の技術基準に関する規則 

設工認申請書 

基本設計方針（前） 

設工認申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置変更許可，技術基準規則

及び基本設計方針との対比 
備考 

もの（クラス４管）は、第１７条

に基づく構造とするとともに第

２１条の耐圧試験により漏えい

し難い構造であることが確認さ

れていることをいう。また、「逆

流し難い構造」とは、ファン、逆

流防止用ダンパー等を設けるこ

とをいう。③ 

 

三 排出する空気を浄化する装

置を設ける場合にあっては、ろ

過装置の放射性物質による汚染

の除去又はろ過装置の取替えが

容易な構造であること。④ 

【解釈】 

２ 第３号に規定する「ろ過装

置」とは、気体状の放射性よう素

を除去するよう素（チャコール

又は同等品）フィルター及び放

射性微粒子を除去する微粒子

（高性能粒子又は同等品）フィ

ルターを用いることをいう。④ 

 

 

３ 第３号に規定する「ろ過装置

の取替えが容易な構造であるこ

と」とは、換気設備がろ過装置交

換に必要な空間を有するととも

に、必要に応じて梯子等を設置

し、ろ過装置の取替えが容易な

構造であることをいう。④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 排出する空気を浄化するた

め，気体状の放射性よう素を除

去するよう素フィルタ及び放

射性微粒子を除去する微粒子

フィルタを設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらのフィルタを内包す

るフィルタユニットは，フィル

タの取替が容易となるよう取

替えに必要な空間を有すると

ともに，必要に応じて梯子等を

設置し，取替が容易な構造とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 排出する空気を浄化するた

め，気体状の放射性よう素を除

去するよう素フィルタ及び放

射性微粒子を除去する微粒子

フィルタを設置する。④ 

【43条 4】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらのフィルタを内包す

るフィルタユニットは，フィル

タの取替が容易となるよう取

替えに必要な空間を有すると

ともに，必要に応じて梯子等を

設置し，取替が容易な構造とす

る。④ 

【43条 5】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2.2  設計方針 

(1) 清浄区域は，汚染の可能性

のある区域より正圧に保ち，排

気は汚染の可能性のある区域

から行う。◇1 （②-2） 

(2) 汚染の可能性のある区域

からの排気は，フィルタを通し

た後，原則として主排気筒から

放出する。◇2 （②-5） 

(3) 主要な系統のファンは，原

則として 100%容量 2台，50%容

量 3台又は 33%容量 4台とし，

それぞれ 1台を予備とする。◇7  

(4) 各区域の温度を適切に保

つため，加熱及び冷却を行う。

◇1 （②-2） 

(5) 各換気施設のフィルタは，

点検及び交換することができ

るように設計する。◇3  

 

8.2.3  主要設備の仕様 

 換気空調設備の主要機器仕

様を第 8.2－1表に示す。◇4  

 

8.2.4  主要設備  

 運転員等が滞在する中央制

御室，サービス建屋は，換気空

調設備により，約 21℃～26℃

に温度調節する。その他の一般

区域は，約 10℃～40℃とする

が特にその必要がない区域は，

必ずしも上記温度に保たない

場合もある。◇7  

 換気回数は，運転員等が滞在

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・技術基準規則の要求事項に

対する基本設計方針を記載。 

・要求事項に対する設計の明

確化。 

・差異なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・技術基準規則の要求事項に

対する基本設計方針を記載。 

・要求事項に対する設計の明

確化。 

・差異なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線管理施設 

2.2 換気設備 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式-7 

【第 43 条 換気設備】 
 

要求事項との対比表 

 

43 条-3 

様式-7 

赤色：様式-6 に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置変更許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

茶色：設置変更許可と基本設計方針（後）との対比 

緑色：技術基準規則と基本設計方針（後）との対比 

紫色：基本設計方針（前）と基本設計方針（後）との対比 

【○○条○○】：関連する資料と基本設計方針を紐づけるための付番 

 ＜関連する資料＞ 

  ・様式-1 への展開表（補足説明資料） 

  ・技術基準要求機器リスト（設定根拠に関する説明書 別添-1） 

       ：前回提出時からの変更箇所 

 

実用発電用原子炉及びその附属

施設の技術基準に関する規則 

設工認申請書 

基本設計方針（前） 

設工認申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置変更許可，技術基準規則

及び基本設計方針との対比 
備考 

四 吸気口は、放射性物質によ

り汚染された空気を吸入し難い

ように施設すること。⑤ 

 

【解釈】 

４ 第４号に規定する「汚染され

た空気を吸入し難い」は、排気筒

から十分に離れた位置に設置す

ることをいう。⑤ 

 

― 以 下 余 白 ― 

 

 吸気口は，放射性物質に汚染

された空気を吸入し難いよう

に，排気筒から十分離れた位置

に設置する。 

 

 

 

 

 原子炉区域・タービン区域換

気空調系は，送風機及び排風機

により，発電所通常運転中，原

子炉建屋原子炉区域（二次格納

施設）及びタービン建屋タービ

ン区域内の換気を行い，原子炉

建屋原子炉区域（二次格納施

設）内を負圧に保ち，排気空気

は，フィルタを通したのち，主

排気筒から放出する。 

 

 

 

 

 

 また，原子炉区域の給気及び

排気ダクトには，それぞれ 2個

の空気作動の隔離弁を設け，原

子炉建屋原子炉区域放射能高

等の信号により，隔離弁を自動

閉鎖するとともに原子炉区域・

タービン区域換気空調系から

非常用ガス処理系に切り替わ

ることで放射性物質の放散を

防ぐ設計とする。 

 

 吸気口は，放射性物質に汚染

された空気を吸入し難いよう

に，排気筒から十分離れた位置

に設置する。⑤ 

【43条 6】 

 

 

 

 原子炉区域・タービン区域換

気空調系は，送風機及び排風機

により，発電所通常運転中，原

子炉建屋原子炉区域（二次格納

施設）及びタービン建屋タービ

ン区域内の換気を行い，原子炉

建屋原子炉区域（二次格納施

設）内を負圧に保ち，排気空気

は，フィルタを通したのち，主

排気筒から放出する。 

②-3，②-4，②-5 

【43 条 7】  

 

 

 

 また，原子炉区域の給気及び

排気ダクトには，それぞれ 2個

の空気作動の隔離弁を設け，原

子炉建屋原子炉区域放射能高

等の信号により，隔離弁を自動

閉鎖するとともに原子炉区域・

タービン区域換気空調系から

非常用ガス処理系に切り替わ

ることで放射性物質の放散を

防ぐ設計とする。 

②-6【43 条 8】 

 

 

 

 

 

 

a. 原子炉区域・タービン区域

換気空調系 

 原子炉区域・タービン区域換

気空調系は，②-3 原子炉建屋

原子炉区域及びタービン建屋

タービン区域に外気を供給し，

その排気をフィルタを通して

主排気筒から大気へ放出する。

②-5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する中央制御室は，10 回/h 以

上，その他の区域は 0.3～5 回

/h の換気回数を確保する。◇7  

(1) 原子炉・タービン区域換気

空調系 

 原子炉・タービン区域換気空

調系は，給気ファン，排気ファ

ン，フィルタ等で構成②-4 す

る。原子炉・タービン区域換気

空調系の系統概要を第 8.2－1

図に示す。◇4  

 汚染の可能性のある区域は，

給・排気量を適切に設定するこ

とによって，清浄区域より負圧

に保つ。◇7  

 区域内に供給された空気は，

フィルタを通した後，排気ファ

ンにより主排気筒から大気に

放出する。◇2 （②-5） 

 原子炉区域の給気及び排気

ダクトには，それぞれ 2個の空

気作動の隔離弁を設け，排気ダ

クトの放射能レベルが高くな

った場合自動閉鎖し，本換気空

調系から非常用ガス処理系に

切り換えて，放射性ガスの放出

を防ぐ。②-6 

 また，高圧炉心注水系ポンプ

室，残留熱除去系ポンプ室，原

子炉隔離時冷却系ポンプ室等

非常時に作動を要求される機

器の設置される部屋は，外部電

源喪失時に非常用電源から供

給を受ける空気冷却装置で冷

・技術基準規則の要求事項に

対する基本設計方針を記載。 

・要求事項に対する設計の明

確化。 

・差異なし。 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，

表現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明

確化。 

・差異なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，

表現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明

確化。 

・差異なし。 

 

 

 

 

 

 

放射線管理施設 

2.2 換気設備 

 

 

 

 

 

 

放射線管理施設 

2.2.2 原子炉区域・タービン

区域換気空調系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線管理施設 

2.2.2 原子炉区域・タービン

区域換気空調系 

 

 

 

 

 

 

 

 



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式-7 

【第 43 条 換気設備】 
 

要求事項との対比表 

 

43 条-4 

様式-7 

赤色：様式-6 に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置変更許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

茶色：設置変更許可と基本設計方針（後）との対比 

緑色：技術基準規則と基本設計方針（後）との対比 

紫色：基本設計方針（前）と基本設計方針（後）との対比 

【○○条○○】：関連する資料と基本設計方針を紐づけるための付番 

 ＜関連する資料＞ 

  ・様式-1 への展開表（補足説明資料） 

  ・技術基準要求機器リスト（設定根拠に関する説明書 別添-1） 

       ：前回提出時からの変更箇所 

 

実用発電用原子炉及びその附属

施設の技術基準に関する規則 

設工認申請書 

基本設計方針（前） 

設工認申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置変更許可，技術基準規則

及び基本設計方針との対比 
備考 

 

 中央制御室の換気及び冷暖

房は，中央制御室送風機，中央

制御室排風機，中央制御室再循

環フィルタ装置，中央制御室再

循環送風機等から構成する中

央制御室換気空調系により行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央制御室の換気及び冷暖

房は，中央制御室送風機（6,7

号機共用），中央制御室排風機

（6,7 号機共用），中央制御室

再循環フィルタ装置（6,7 号機

共用），中央制御室再循環送風

機（6,7 号機共用）等から構成

する中央制御室換気空調系に

より行う。 

②-7，②-8【43 条 9】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 中央制御室換気空調系 

 中央制御室等の換気及び冷

暖房を行うための中央制御室

換気空調系を設ける。②-8 

 

 中央制御室換気空調系には，

通常のラインの他，中央制御室

換気空調系チャコール・フィル

タ及び再循環ファンからなる

非常用ラインを設け，設計基準

事故時には外気との連絡口を

遮断し，中央制御室換気空調系

チャコール・フィルタを通る再

循環方式とし，運転員を放射線

被ばくから防護する設計とす

る。外部との遮断が長期にわた

り，室内の雰囲気が悪くなった

場合には，外気を中央制御室換

気空調系チャコール・フィルタ

で浄化しながら取り入れるこ

とも可能な設計とする。□3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

却除熱する。◇9  

(2) 中央制御室換気空調系 

 中央制御室換気空調系は，設

計基準事故時に放射線業務従

事者等を内部被ばくから防護

し，必要な運転操作を継続する

ことができるようにするため，

他の換気系とは独立にして，外

気との連絡口を遮断し，中央制

御室換気空調系チャコール・フ

ィルタを通して再循環するこ

とができ，また，必要に応じて，

外気を中央制御室換気空調系

チャコール・フィルタを通して

取り入れることができる設計

とする。◇5  

 中央制御室換気空調系の系

統概要を第 8.2－2 図に示す。

◇4  

 中央制御室換気空調系は，空

気調和機，チャコール・フィル

タ，再循環ファン及び排気ファ

ン等で構成する。②-7 

 空気調和機には給気ファン，

フィルタのほか，冷却コイルを

設け，循環空気の冷却によって

中央制御室内の空気調節を行

う。◇7  

 なお，本系統の電源は，外部

電源喪失時に非常用電源に切

替えることができる設計とす

る。◇7  

(5) 廃棄物処理建屋換気空調

系（6号及び 7号炉共用） 

 

・同趣旨の記載ではあるが，

表現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明

確化。 

・追加要求事項ではないが差

異あり。（追加要求事項ではな

いが，対象の設備については，

本工認申請にて共用に関する

登録をするため，変更前後で差

異がある。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線管理施設 

2.2.1 中央制御室換気空調系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式-7 

【第 43 条 換気設備】 
 

要求事項との対比表 

 

43 条-5 

様式-7 

赤色：様式-6 に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置変更許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

茶色：設置変更許可と基本設計方針（後）との対比 

緑色：技術基準規則と基本設計方針（後）との対比 

紫色：基本設計方針（前）と基本設計方針（後）との対比 

【○○条○○】：関連する資料と基本設計方針を紐づけるための付番 

 ＜関連する資料＞ 

  ・様式-1 への展開表（補足説明資料） 

  ・技術基準要求機器リスト（設定根拠に関する説明書 別添-1） 

       ：前回提出時からの変更箇所 

 

実用発電用原子炉及びその附属

施設の技術基準に関する規則 

設工認申請書 

基本設計方針（前） 

設工認申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置変更許可，技術基準規則

及び基本設計方針との対比 
備考 

 廃棄物処理建屋換気空調系

は，送風機，排風機，排気処理

装置等からなり，放射性希ガス

及び放射性よう素による汚染

の可能性のある区域の排気を

排風機により高性能粒子フィ

ルタを通して主排気筒から放

出する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 廃棄物処理建屋換気空調系

は，送風機，排風機，排気処理

装置等からなり，放射性希ガス

及び放射性よう素による汚染

の可能性のある区域の排気を

排風機により高性能粒子フィ

ルタを通して主排気筒から放

出する設計とする。 

②-9，②-10【43 条 10】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 廃棄物処理建屋換気空調系

は，給気ファン，排気ファン，

フィルタ等で，構成する。②-9 

 廃棄物処理建屋換気空調系

の系統概要を第 8.2－3 図に示

す。◇4  

 建屋内に供給された空気は，

フィルタを通した後，排気ファ

ンにより主排気筒から大気に

放出する。②-10 

(6) ドライウェル内ガス冷却

装置 

 ドライウェル内ガス冷却装

置は，通常運転中ドライウェル

内のガスを循環冷却するため

のもので，ファン及び冷却装置

を設け，通常運転中のドライウ

ェル内の温度を約 57℃以下に

維持する。◇8  

 なお，本系統の電源は，外部

電源喪失時に非常用電源に切

替えられる。◇8  

(7) 固体廃棄物処理建屋換気

空調系 

 固体廃棄物処理建屋換気空

調系として，給気ファンにより

外気を取り入れ，排気ファンに

よりフィルタを通したうえで

固体廃棄物処理建屋の排気口

より大気に放出する。◇7  

 固体廃棄物処理建屋換気空

調系系統概要図を第 8.2－4 図

に示す。◇4  

 

・同趣旨の記載ではあるが，

表現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明

確化。 

・差異なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放射線管理施設 

2.2.3 廃棄物処理建屋換気空

調系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式-7 

【第 43 条 換気設備】 
 

要求事項との対比表 

 

43 条-6 

様式-7 

赤色：様式-6 に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置変更許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

茶色：設置変更許可と基本設計方針（後）との対比 

緑色：技術基準規則と基本設計方針（後）との対比 

紫色：基本設計方針（前）と基本設計方針（後）との対比 

【○○条○○】：関連する資料と基本設計方針を紐づけるための付番 

 ＜関連する資料＞ 

  ・様式-1 への展開表（補足説明資料） 

  ・技術基準要求機器リスト（設定根拠に関する説明書 別添-1） 

       ：前回提出時からの変更箇所 

 

実用発電用原子炉及びその附属

施設の技術基準に関する規則 

設工認申請書 

基本設計方針（前） 

設工認申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置変更許可，技術基準規則

及び基本設計方針との対比 
備考 

 

 

 

 

 

 非常用ガス処理系は，非常用

ガス処理系乾燥装置，高性能粒

子フィルタとよう素用チャコ

ールフィルタ等を含む非常用

ガス処理系フィルタ装置，非常

用ガス処理系排風機等から構

成される。放射性物質の放出を

伴う設計基準事故時には非常

用ガス処理系で原子炉建屋原

子炉区域（二次格納施設）内を

負圧に保ちながら，原子炉格納

容器から漏えいした放射性物

質を非常用ガス処理系を通し

て除去・低減した後，主排気筒

（内筒）より放出できる設計と

する。 

 

 

 

 

 

 

 

― 以 下 余 白 ― 

 

 

 

 

 

 

 非常用ガス処理系は，非常用

ガス処理系乾燥装置，高性能粒

子フィルタとよう素用チャコ

ールフィルタ等を含む非常用

ガス処理系フィルタ装置，非常

用ガス処理系排風機等から構

成される。放射性物質の放出を

伴う設計基準事故時には非常

用ガス処理系で原子炉建屋原

子炉区域（二次格納施設）内を

負圧に保ちながら，原子炉格納

容器から漏えいした放射性物

質を非常用ガス処理系を通し

て除去・低減した後，主排気筒

（内筒）より放出できる設計と

する。 

②-11【43 条 11】  

 

 

 

 

 

 

― 以 下 余 白 ― 

リ 原子炉格納施設の構造及

び設備 

(4) その他の主要な事項 

(ⅱ)非常用ガス処理系 

 

 この系は，2系統で構成する

湿分除去装置，ファン等並びに

1 系統で構成する高性能粒子

フィルタ，よう素用チャコー

ル・フィルタを含むフィルタ装

置等からなり，放射性物質の放

出を伴う事故時には，常用換気

系を閉鎖し，ファンによって原

子炉建屋原子炉区域内を負圧

に保ちながら原子炉格納容器

等から漏えいした放射性物質

をフィルタ装置を通して主排

気筒に沿わせて設ける排気管

を通して地上高さ約 73m□2 の

排気口から放出する。②-11 

 

フィルタ装置 

基数 1□2  

処理容量 約 2,000m3/h□2  

よう素除去効率 99.99%以上 

（相対湿度 70%以下かつ温度

66℃以下において）□2  

 

― 以 下 余 白 ― 

 

9.  原子炉格納施設 

9.1  原子炉格納施設 

9.1.1  通常運転時等 

9.1.1.4  主要設備 

9.1.1.4.2  二次格納施設 

9.1.1.4.2.2  非常用ガス処

理系 

 非常用ガス処理系の系統概

要を第 9.1－3図に示す。◇4  

 この系統は，2系統で構成す

る湿分除去装置，ファン等並び

に 1 系統で構成する高性能粒

子フィルタ，よう素用チャコー

ル・フィルタを含むフィルタ装

置等からなる。原子炉区域を水

柱約 6mm の負圧に保ち，原子炉

区域内空気を 50%/d で処理す

る能力をもっている。◇2 （②-

11） 

 この系のよう素用チャコー

ル・フィルタのよう素除去効率

は，99.99%以上（相対湿度 70%

以下かつ温度 66℃以下におい

て，無機，有機よう素に対して

それぞれ）に設計する。（１）（２）

◇7  

 また，高性能粒子フィルタ

は，粒子状核分裂生成物の

99.9%以上を除去するよう設計

する。◇7  

 この系により処理されたガ

スは，主排気筒に沿わせて設け

る排気管を通して地上高さ約

73m の排気口から放出する。◇2

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，

表現の違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明

確化。 

・差異なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 以 下 余 白 ― 

 

 

 

 

 

 

原子炉格納施設 

3.3.1 非常用ガス処理系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 以 下 余 白 ― 

 



設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式-7 

【第 43 条 換気設備】 
 

要求事項との対比表 

 

43 条-7 

様式-7 

赤色：様式-6 に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置変更許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

茶色：設置変更許可と基本設計方針（後）との対比 

緑色：技術基準規則と基本設計方針（後）との対比 

紫色：基本設計方針（前）と基本設計方針（後）との対比 

【○○条○○】：関連する資料と基本設計方針を紐づけるための付番 

 ＜関連する資料＞ 

  ・様式-1 への展開表（補足説明資料） 

  ・技術基準要求機器リスト（設定根拠に関する説明書 別添-1） 

       ：前回提出時からの変更箇所 

 

実用発電用原子炉及びその附属

施設の技術基準に関する規則 

設工認申請書 

基本設計方針（前） 

設工認申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置変更許可，技術基準規則

及び基本設計方針との対比 
備考 

（②-11） 

 この系は，非常用電源に接続

しており，外部電源喪失時でも

運転制御が可能である。◇7  

 なお，非常用ガス処理系は，

定期検査時等に原子炉格納容

器内の気体をパージする場合

にも使用できる設計となって

いる。◇7  

 

4. 核燃料物質の取扱施設及

び貯蔵施設 

4.1  燃料体等の取扱設備及

び貯蔵設備 

A：6号炉 

4.1.1  通常運転時等 

4.1.1.2  設計方針 

(8) 雰囲気の浄化 

 燃料体等の貯蔵設備は，原子

炉建屋原子炉区域内に設置し，

◇6 適切な雰囲気を換気空調設

備（「8. 放射線管理施設」参

照）で維持する設計とする。◇1

（②-1，②-2）また，燃料集合

体落下等により放射性物質が

放出された場合には，原子炉建

屋原子炉区域で，その放散を防

ぎ，非常用ガス処理系（「9. 原

子炉格納施設」参照）で処理す

る設計とする。◇6  

 

― 以 下 余 白 ― 

 

 



 

 

設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式-6 

【第 43 条 換気設備】 
様式-6 

43 条－1 

―：該当なし 

※：条文全体に関わる説明書 

あ：前回提出時からの変更箇所 

各条文の設計の考え方                                

第 43 条（換気設備） 

1. 技術基準規則の条文，解釈への適合性に関する考え方 

No. 
基本設計方針で 

記載する事項 
適合性の考え方（理由） 項・号 解釈 説明資料等 

① 

汚染された空気によ

る放射線障害を防止

するための換気設備

の施設 

技術基準規則の要求事項を受けて

いる内容を記載する。 
1 項 ― ― 

② 

放射線障害を防止す

るために必要な換気

能力 

技術基準規則の要求事項を受けて

いる内容を記載する。 
1 項 1号 ― ― 

③ 

汚染された空気の漏

えい及び逆流し難い

構造 

技術基準規則の要求事項及びその

解釈を受けている内容を記載する。 
1 項 2号 1 ― 

④ 

ろ過装置の汚染除去

又はろ過装置の取替

え 

技術基準規則の要求事項及びその

解釈を受けている内容を記載する。 
1 項 3号 2,3 ― 

⑤ 

放射性物質により汚

染された空気の吸入

し難い位置への施設 

技術基準規則の要求事項及びその

解釈を受けている内容を記載する。 
1 項 4号 4 ― 

 2. 設置許可本文のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

No. 項目 考え方 説明資料等 

□1  他条文に関する記載 
第 74条に対する設計方針であり，第 74条にて同趣旨の内

容を整理するため記載しない。 
― 

□2  仕様 要目表として整理するため記載しない。 ― 

□3  他条文に関する記載 
第 38条に対する設計方針であり，第 38条にて同趣旨の内

容を整理するため記載しない。 
― 

 3. 設置許可添八のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

No. 項目 考え方 説明資料等 

◇1  
設置許可添八内の重

複記載 

設置許可添八内にある同趣旨の記載を採用するため記載

しない。 
― 

◇2  
設置許可本文との重

複記載 

設置許可本文にある同趣旨の記載を採用するため記載し

ない。 
― 



 

 

設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式-6 

【第 43 条 換気設備】 
様式-6 

43 条－2 

―：該当なし 

※：条文全体に関わる説明書 

あ：前回提出時からの変更箇所 

◇3  
フィルタに関する記

載 

「1.No.④」にて同趣旨の内容を包括して記載するため記

載しない。 
― 

◇4  
文章，表又は図の呼

込み 

設置許可内での文章，表又は図の呼込みであるため記載し

ない。 
― 

◇5  他条文に関する記載 
第 38条に対する設計方針であり，第 38条にて同趣旨の内

容を整理するため記載しない。 
― 

◇6  他条文に関する記載 
第 26条に対する設計方針であり，第 26条にて同趣旨の内

容を整理するため記載しない。 
― 

◇7  設備の補足的な記載 設備の補足的な記載であるため記載しない。 ― 

◇8  申請対象外 申請対象外のため記載しない。 ― 

◇9  
機器の冷却等の換気

設備 

放射線障害を防止するための換気設備ではないため，記載

しない。 
― 

4. 詳細な検討が必要な事項 

No. 記載先 

※ 発電用原子炉の設置の許可（本文（五号））との整合性に関する説明書 

※ 設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書 

 


